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　伝記には、筆者の被伝者について伝えたい情報が書

かれており、筆者の思いや意図がこめられています。

この前提のうえで、伝記の学習では、被伝者の人柄を

理解したり生き方にふれたりすることが大切です。そ

のために、次の三つのことが読むポイントとなります。

・被伝者の行動や功績

・関わった人物との関係

・被伝者が発した言葉

　伝記の学習でよくみられる「年表を作る」という活

動は、上記のポイントについて整理し、被伝者の生涯

を大きく見渡すための大事な活動です。その中で、「こ

の人の生き方でここが気になるな」というような、興

味をもった部分を詳しく読むことが「精査・解釈」の

学習です。具体的には、特に被伝者と関わりの深い人

を選び、その人との関係をもっと詳しく読むというよ

うな活動が考えられます。他にも、次のような取り組

みができるでしょう。

　　　　　　劇

　グループごとに、掘り下げたいできごとを劇にし
ます。例えば、大学の先生との関わりで津田梅子の
生き方が一歩前進したと考えたら、本文に書かれて
いない部分も補いながら、梅子と大学の先生とのや
りとりを劇化します。

　　　　　　インタビュー

　読者として津田梅子役の児童にインタビューをし
ます。ノートやタブレット端末上で、津田梅子の
キャラクターとしての自分と読み手としての自分を
対話させる方法もあります。

                 お気に入りのワンフレーズの紹介

　本文中の言葉や会話文の中から、理由とともに気
に入ったワンフレーズを友達に紹介します。例えば、
「自分はスイミングを続けてきて、がんばろうと
思った時の気持ちとつながったから、『志があれば、
きっと道はひらけるはず』という言葉を選んだ。」
というように、それぞれの児童の経験とつながる学
習になると考えられます。

　伝記の学習は、年表にまとめて終わりにせず、前述

のような活動を通して、被伝者の人となりを自分と関

係づけて読み、被伝者と読み手の距離感を縮めること

が大切です。

　さらに発展させるとしたら、次のような活動も考え

られます。

             同じ人物の伝記を読み比べる

　同じ人物を取り上げている複数の伝記を読み比べ
てみると、教科書とは違う部分や書かれていない言
葉が紹介されていたり、共通の部分や言葉が紹介さ
れていたりします。書き手によって、書きぶりや紹
介する部分が違うことに気づき、それぞれの筆者の
思いや意図を理解することができるでしょう。

             興味のある人物の伝記を読み紹介する

　教科書の伝記を学習した後、興味のある人物の伝
記を読み、その人物を紹介します。紹介の方法は、
タブレット端末を使用し、パワーポイント３枚程度
にまとめるなど表現の工夫ができます。スポーツが
好きな児童だったら憧れの野球選手など、自分の興
味のあることにつなげて読むと楽しいでしょう。

津田梅子が晩年を過ごしたとされる、鎌倉の稲村ケ崎
駅の近くにある別荘の跡地。目の前には湘南の海が広
がっています。稲村ケ崎は「かながわの景勝50選」に
も指定されており、周辺のカフェや海浜公園からの眺
めも絶景です。梅子に思いをはせながら散策してみて
はいかがでしょうか。

最期を過ごした「鎌倉の別荘」

津田梅子が創立した「女子英学塾」は現在の津田塾大
学にあたります。キャンパス内には津田梅子資料室や
梅子の墓があります。資料室では教科書に掲載してい
る屏風絵など多数の資料を見ることができます。教材
研究の資料集めに訪れるのもよいかもしれません。な
お、資料室を訪れる際には事前の予約が必要です。

津田梅子の精神が受け継がれる「津田塾大学」

国語
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教材散歩♪ 令和６年度版教科書の新教材『津田梅子――

未来をきりひらく「人」への思い』。国語編
集部が取材で訪れた、梅子にゆかりのある場
所をご紹介します…… 

伝記学習のポイント
～言語活動を例に～

●●●●●●●●「津田梅子」を例にすると……
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津田梅子の別荘跡地 鎌倉海浜公園からの眺め

佐倉城址公園

横浜の象の鼻防波堤は、1871年11月12日、当時６歳
の津田梅子を含む岩倉使節団がアメリカに旅立った場
所です。このパークの大さん橋付近には、岩倉使節団
が横浜から出発する様子を描いた絵画パネルが設置さ
れており、岩倉具視らや当時の港の様子などが描かれ
ています。訪れた際にはぜひ確認してみてください。

横浜港発祥の地「象の鼻パーク」

象の鼻防波堤

津田塾大学 小平キャンパス本館 津田梅子の墓

活動例 ❶

活動例 ❷

活動例 ❸

●●●発展❶

●●●発展❷

津田梅子の父、津田仙の出身地「千葉県佐倉市」
津田梅子の父、津田仙が生まれたのは現在の千葉県の

佐倉城址公園付近です。佐倉城址公園は花の名所であ

り、四季折々の景色を楽しめます。右の写真は11月

に取材で訪れた際の色づいたいちょうの木です。公園

付近には国立歴史民俗博物館や武家屋敷通りもありま

す。ぜひ天気のよい日に足を運んでみてください。
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2次

3次

１次

海と時を越えて伝わる思いを受け取ろう！
～読む、選ぶ、解釈する。自分だけのブック創り～
―『津田梅子 ―― 未来をきりひらく「人」への思い』（６下）―

1　はじめに ～伝記を「読む」授業づくり～
　伝記とは、幾多の記録に記された人物の生涯を筆者
が自分なりの解釈によって語り直した文章だと考えま
す。それは客観的事実とそれに基づいて創造された被
伝者＊の人物像が縦糸と横糸のように編み上げられた
文章、すなわち「説明的文章」と「文学的文章」両方
の特徴がみられる文章とも考えられます。
　以上を踏まえた、伝記を「読む」授業づくりの案を、
学習指導要領の「読むこと」の学習過程にそって以下
のように提案します。 

＊伝記などの本で、書かれている対象の人

客観的事実を整理するため、説明文の学
習を生かして内容の把握をする。（構造
と内容の把握）
筆者の解釈による人物像を物語文の学習
を生かして精査・解釈する。（精査・解釈）
これまでの読みを通して、児童自身の考
えを形成・共有する。（考えの形成・共有）

２　思考を促し児童の「想いや考え」を創出
させる条件

　　　　「ハイライト年表」「条件あらすじ」について

　伝記の客観的事実を整理するために有効な言語活動
として、「年表作り」や「要約」があげられます。しかし、
読むことが苦手な児童にとって、長文からできごとを
適切に選び出したり、観点がない状態で要約をしたり
する活動は困難です。
　そこで、以下のような発問とてだてを講じます。

ハイライト年表　Ｔ教師　Ｃ児童 
Ｔ　梅子の人生のハイライトはどの場面？
Ｃ　「女子英学塾」を創立した場面
Ｃ　６歳でアメリカ留学が決まった場面
Ｔ （発表順に短冊が提示された黒板をさして）
 正しい順序に並び替え、そのできごとが何年に
 起きたのかを書き加えましょう。

　個人の年表作りに入る前に、一斉で梅子の人生のハ
イライトを共有します。できごとを記した短冊を発表
順に提示することで、時系列を無視した梅子の生涯が
板書に表れます。これらを時系列順に並び替える活動
は、再読の必要を生むとともに、焦点化された情報の
整理につながります。さらに、要約する活動に取り組
むことで、梅子の生涯をより正確に捉え、２次で読み

を深めるための素地をつくることができます。
　要約においては、字数と最後の一文に条件を設けま
す。字数に制限を設けることで、児童によって異なる
山場や感銘を受けた場面が浮き上がるとともに、必要
な情報を選んだり、冗長な文章を削ったりするために
再読の必要が生じます。また、最後の一文を穴うめに
することで、梅子の人生をどう捉えたか、個々の「想
いや考え」の違いが明らかになることが予想されます。

　　　　「梅子生き方ブック」について

　筆者の解釈による人物像を読み取り、自分なりの「想
いや考え」を生み出すために、①梅子の人物像が表れ
ている叙述を五つ、②梅子に影響を与えた人物を３人
選ぶ、という条件を設けます。選ぶためには、叙述を
読み比べる必要があります。また、選ぶ観点は児童自
身の「想いや考え」や価値観となります。例えば、②
の人物を３人選ぶ過程では、以下のような思考がはた
らくことが予想されます。

Ｃ　ランマン夫妻の愛情とトマス先生からの期待はど
ちらも大事だけれど、夫妻の愛情に包まれていた
からこそ、梅子は心が折れずに留学生活を送れた
と思う。だから私はランマン夫妻を……

　このように、比べ読みをする過程で、自然と価値観
が投影されるような言語活動を設定することが、自身
を振り返って考えをまとめる３次につながります。

３　自身の読みを振り返り、まとめる単元の
終末

　　　　「自分生き方ブック」について

　「梅子生き方ブック」では、条件を設けることで自
身の価値観を投影させながら梅子の人物像などに迫っ
ていきました。単元の終末では、２次と同様に①自身
の人物像を表すできごとや言葉、②これまで影響を受
けた人物について「自分生き方ブック」にまとめます。
偉人「梅子」と自分自身を直接比較することは困難で
すが、伝記の読みに表れた自分の「想いや考え」を材
料に12年間を振り返りまとめることで、これからの生
き方を考えるきっかけになることを期待します。

４　終わりに
　伝記を「読む」授業を行う際には、被伝者の生きた
時代背景をつかむことも大切です。社会科などと絡め
て教科横断的に扱うことも考えられます。

習志野市立屋敷小学校 主幹教諭
 こ まつ しろ え り

小松代　絵里

「読むこと」の学習過程に応じたねらい 学習活動 　具体的な言語活動例
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構造と内容の把握
津田梅子の生涯を「ハイライト年表」と
「条件あらすじ」に整理する活動を通し
て、教材文の内容を正しく理解する力
や条件に応じて情報を操作・運用する
ための基本的な技能の習得をねらう。

１・２「ハイライト年表」を作る
ハの生人の子梅、後たい聞を読範 ・

イライトを一文で発表する。（一斉）
行をえ替び並の冊短に順たっこ起 ・

い、西暦と当時の年齢を叙述をも
とに整理する。（個人）

「条件あらすじ」に設ける条件
・字数制限（180～ 200 字）

〇〇は生人の子梅「を文一の最後・
であった。」と限定。
※条件によって再読の必要が生じる。

３・４「条件あらすじ」を書く
・条件を確かめ、教師見本を分析する。
・条件に応じてあらすじを書く。
・最後の一文を中心に共有する。
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精査・解釈
梅子の人物像や生き方に影響を与えた
人々について「梅子生き方ブック」に
整理する活動を通して、叙述をもとに
梅子の人物像や梅子に影響を与えた人
物について効果的に表現する力を育て
るとともに、ブックに表れた表現に児
童自身が創り出した自分のこれまでの
経験や考え方が投影されていることに
気づくことをねらう。

５・６叙述をもとに梅子の人物像を
「梅子生き方ブック」にまとめる

え考とるいてれ表が像物人の子梅 ・
る叙述を五つ選んで書き抜く。

子梅、にともを述叙のつ五だん選 ・
の人物像を一言で表す。

与を響影に方き生や像物人の子梅 ・
えた人物を３人選び、選んだ理由
と、梅子にとってどのような存在
であったかを一言で表す。

「梅子生き方ブック」に設ける条件
・選択できる叙述や人物数の制限

物人、しうど述叙てっよに限制の数 ※
どうしを比べて読む必要が生じる。
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考えの形成・共有

目標　「梅子生き方ブック」の作成を通して、条件に応じて要旨を整理す
る力と、叙述をもとに津田梅子の人物像や生き方を精査・解釈する
力を高め、自身の生き方について考えをまとめることができる。

〔思考力、判断力、表現力等〕C(１)エ・オ
単元計画（全11時間）

「梅子生き方ブック」

「自分生き方ブック」

※「具体的な言語活動例」の教師見本はQRコードをご参照ください。
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２次

３次
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２次までの学習を生かして「自分生
き方ブック」を作成する。この活動
を通して、児童自身がこれまでを振
り返り、学びを生かす態度を育てるこ
とをねらう。

・「梅子生き方ブック」に表れた自
身の価値観やこれまでの人生を振
り返り、「自分生き方ブック」に表
し、読み合う。

７・８叙述をもとに梅子に影響を
与えた人物について「梅子生き方
ブック」につけ加える

９～11自身の人物像と、周りの人
々について見つめ直し、「自分生
き方ブック」にまとめる

教師見本

板書例

※中央には自分の顔や似顔絵などを
　載せてもよい。


